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やりがいや誇りを持てる仕事 三木市の安全を守るために学ぶ 救急救命士の資格を活かして 訓練を継続し現場に備える
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私は入庁２年目で、現在は警防課消防
係に所属しています。日々の主な仕事内
容は現場活動や訓練ですが、係の仕事と
して火災が発生した原因の調査・報告書
作成などを行っています。
職場では、知識や経験が豊富な先輩が
数多くいらっしゃるので、分からないこと
はすぐに質問できる環境ですし、先輩方も
聞きやすい雰囲気を作ってくださっていま
す。また、毎当務行われている当務訓練
では、基礎的な資機材取り扱い訓練や放
水訓練、現場を想定してホース延長の方
法などを考える図上訓練などがあり、
様々な現場へ対応できるよう勉強中です。
私は、専門学校で救急救命士の資格を
取得し入庁しました。実際の現場では、自
分の知識・手技で活動できるか不安でし
たが、先輩救命士の方が現場に同行し
フォローしてくださるので、安心して活動
することができます。また、署に帰る救急
車内では、出動した現場での活動を
フィードバックしてもらっており、すぐに次
の現場で実践することができています。
消防という仕事は、やりがいや達成感を
非常に感じることができる職業だと思い
ます。人を助けたいという思いを持った皆
さん、一緒に消防士として働きませんか。

私は入庁２年目で、消防署吉川分署消
防係に所属しています。主な業務内容と
しては、火災・救急・救助への災害活動と
訓練です。基礎的な内容から現場を想定
した内容まで幅広く訓練を行うとともに、
消防団の方との連携訓練も実施し、日々、
技術や知識の向上を図っています。
採用１年目の半年間は消防学校に入校
し、消防士の基礎となる教育を受け、その
後は各署に戻り配属されます。配属当初
は訓練通り災害現場に対応できるか不安
でしたが、現場経験豊富な先輩と一緒に
出動し経験を重ねること、また、訓練を継
続することで必要な技術・知識が身に付
き、少しずつ不安を取り除くことができま
した。訓練での疑問点はすぐに先輩へ質
問し、疑問点を次に持ち越さないよう心
掛けています。
消防は、災害の最前線で活動するため、
とてもやりがいを感じる職業です。消防士
を目指している皆さん、一緒に、三木市の
生命・財産を守りましょう。

私は入庁３年目で、消防本部予防課危
険物係に所属しています。
災害時は、警防、救助、救急隊員として、
隊長の命令の下で現場活動を行っていま
す。また、災害時以外は、危険物係員とし
て危険物を貯蔵又は取り扱う施設の設置
等に関する審査や検査業務、危険物施設
に立ち入り検査を行い、危険物の貯蔵や
取り扱いなどの安全確保に努めています。
職場では上司や先輩方は気さくに話しか
けてくださるため、何か困ったことがあれ
ば気軽に相談でき、働きやすい環境です。
また、若手職員が非常に多く、活気があり
チームワークがとても良い職場だと感じて
います。
消防という仕事は、人の命や地域の安全
を守るという責任がある仕事です。そのた
め、常に緊張感やプレッシャーはあります
が、災害の最前線で活動して、市民の生
命や財産を守ることができた時、市民から
感謝された時の達成感や充実感はとても
大きく、やりがいや誇りを持って働くことが
できる魅力的な仕事だと思います。
「人の命を救いたい・人の役に立ちた
い」という強い思いを持っている皆さんと
共に働けることを楽しみにしています。

私は入庁して２年目で、消防署吉川分
署消防係に所属しています。
主な業務内容としては、火災・救急出動
や訓練の実施、地水利・警防調査を行っ
ています。
職場の雰囲気は大変明るく、若い職員
も多く活気に溢れています。また、先輩も
話しやすい方ばかりで、気軽に相談や質
問することができる環境です。
一方で、日々の訓練では、災害現場で
市民の方を救うために、「安全・確実・迅
速」を意識しながら知識・技術の習得に
努め、個々と隊全体の能力を高めていま
す。訓練を重ね学び続けることが、自信を
持って現場活動に臨めることに繋がると
考えており、これからも努力し続けたいと
思っています。
消防士とは、人々の生命・財産などを守
るために、過酷な場所に赴く機会が多く、
他の職業と比べて危険と隣り合わせにな
りますが、その反面、達成感や仕事に対
するやりがいを強く感じることができる魅
力的な職業です。
将来、三木市の安全を守っていきたいと
いう同じ思いをもった皆さん、災害現場
で活躍する一員になりましょう。


